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　本論文を読んで考えたことを，1. 生存曲

線，2. 質的評価，3. 意思決定，という 3 つ

の側面からまとめた．

1. 生存曲線

　学会発表や医学雑誌には生存曲線が欠か

せない．「治療成績は生存曲線に集約され

る」，「エビデンスは生存曲線から得られ

る」といっても過言ではない．薬剤の有効

性や手術の優位性はすべて生存曲線で示さ

れる．

　それほど慣れ親しんでいる生存曲線であ

るが，私たちは生存曲線に表現されている

ことを十分に読み取っているだろうか．5

年生存率の落とし穴やログランク検定の限

界を知っているだろうか．生存曲線や統計

学を勉強しないといけない．

2. 質的評価

　医療を客観的に評価するため，治療効果

は数値で語られ，エビデンスは数字で蓄積

されている．死亡は曖昧さのない絶対的な

ものであり，治療成績は生存率や生存期間

で評価されている．

　QOLという言葉が広まり，最近は医療に

「質」が問われることが多い．しかし，がん

治療は根治性との両立が困難であり，医師

は生存期間の延長や生存率の向上を重視す

るが，患者は QOL の維持や向上も期待す

る．治療が QOL に及ぼす影響については，

医師や患者が利用できる情報は乏しい．こ

れからの医療は質的評価が重要な課題であ

ろう.1-5

3. 意思決定

　がん治療は臓器別の「診療ガイドライン」

が出揃い，エビデンスに基づいた最良の治

療が決まっているように見えるが，臨床の

現場は判断に迷うことが多く，実際には決

断と反省の繰り返しである．

　インフォームド・コンセントは「情報を

十分に与えられた上での同意」であり，意

思決定には医師と患者の情報交換・共有が

不可欠である．患者中心の医療を行うには，

患者の希望や価値観にも考慮しなければな

らない．カンファレンスで治療方針を決め

るときは，QOLや患者の意向も検討すべき

であろう.6

4. 課題

　がん治療には未解決の問題がたくさんあ

る．例えば，「胃がんの手術でリンパ節郭清
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は有効か」という基本的な問題も，確かな

結論は得られていない．拙著 7 でも取り上

げたが，前谷は以前から，「比例ハザードモ

デルを用いた生存分析では有効性の判断を

誤ることがある」と指摘している．

　今回の論文は，「がん治療の選択は患者

の希望に沿っているか」である．がん診療

の本質に迫る問題に正面から取り組んでお

り，私たちに新たな課題を与えている．
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